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昭和55年陸奥乗湾で発生した魚類の
へ い死 実 態 と環 境 につ い て

永峰 文洋 ･早川 豊

昭和55年10月 4日頃から20日頃までの間に上北郡横浜町沖合で､小規模な巣死魚類の水揚げ現象が昭

和53年夏期にひきつづき再び発生した｡この現象について､原因調査とその他の観測結果をもとに検討

した｡

調査にあたって､横浜町漁業協同組合 ･青森県むつ地方水産業改良普及所 ･青森県漁政課の方々の絶

大な御協力に対して厚く御礼申し上げる｡

へい死魚類の水揚げの経過

横浜町漁業協同組合での漁業者からの聞き取 りをもとに､-い死魚類の水揚げがみられた水域を第 1

図に､-い死魚の漁獲が見られはじめた10月 4日からほぼ見られなくなった10月20日までの経過を第 1

表に示した｡これによればへい死魚が多く見られたのは10月 7日から13日頃の比較的短い期間であった｡

水揚げされた-い死魚の総量は不明であるが比較的少なかったものと思われる｡

へい死魚の種類と外観

へい死魚種はマコガレイ･イシガレイ ･~マガレ

イ･メイタガレイなどのカレイ類の他､ヒラメが

主で､アイナメ･クロソイ･カナガシラなども少

量見られた｡-い死魚体は粘液剥離､体色 ･エラ

の白化､粘液の異常分泌などの他､内臓腐敗気味

などが特徴であった｡

このように全般的な症状は昭和53年夏期に発生

した魚貝類の-い死の際の-い死魚で観察された

特徴とほぼ同様であったが､比較的軽症で一部

の-い死魚については加工法によっては販売も可

能ということであった｡

横浜町漁業協同組合における

漁獲の状況

漁獲の状況については ｢鮮魚仕切伝票｣により

7月から10月までの分について調査した｡これら

をとりまとめたものを第 2表に示した｡

水揚げ量を例年と正確に比較することは､毎年

の漁獲量を充分調査していないためできないが､

第 1図 へい死



第 1表 へい死魚類の水揚げの経過 ･対応

月 日 月令 ･潮 記 事

若潮

中潮

中潮

大潮

15

15.I-17

16

小潮

小潮

中潮

刺網 8反で 150kg漁獲 (大漁 ).-い死魚らしいもの散見される.

へい死魚らしいもの見られはじめるが量は少ない｡

浅海定線調査 (水産増殖センター漁場部 )

へい死魚がかなり多く見られる(200桝 まどの漁獲で半分近くがへい死魚だった

人もある｡

水産増殖センタ--横浜町漁協組合長より連絡があった｡

へい死魚の漁獲多少あり｡

横浜町漁協で聞き取 り調査 (水産増殖センター魚類部 ).カレイ類 456.7kgの水

揚げのうち-い死魚は76.2kg.

野辺地町 ･むつ市 ･川内町では異常がない(むつ地方水産業改良普及所 )0

原因調査 (水産増殖センタ-漁場部 )

13日にへい死魚が漁獲された場所では異常がなかった｡

この頃から終息に向かった模様｡

この頃から-い死魚は全く見られなくなった｡

昭和49-53年の水揚げ記録では8-10月には10tを越す水揚げは見られておらず､8月以降は水揚げ量

は漸減している｡このことから判断すれば､特に10月には例年よりも漁獲量が多かったと推定される｡

次に､同じ資料によって最も多く-い死が見られたカレイ類についての10月分の水揚げ量を仕切日毎

に整理したものを第 2図に示す.これによれば､10月 4日から8日までと13日にはltを越えており､

へい死魚の出現と前後して水揚げ量の増加が起こっているらしいこ とがわかる｡

漁期との関連では､①マコガレイは例年10月には少ないが､今年は多い､⑧カナガシラは例年 9月で

終漁となるが､10月にはいって-い死が見られるようになって再び獲れている､などという話であった0

なお､横浜町漁協以外の野辺地町 ･むつ市 ･川内町などでは､聞きとりの結果では異常がないという

ことであったので､調査の対象としなかった｡

昭和55年夏期の陸奥湾の海況

今年の海況の推移については､本号の ｢陸奥湾開発調査 (海況自動観測 )｣･｢漁況海況予報事業浅

海定線調査 (陸奥湾 )｣･｢沿岸定置観測 (茂浦 )｣に報告されているので､詳細についてはそれらに

ゆず り､ここでは冷夏の影響を受けて観測開始以来の低水温で経過したことを指摘するにとどめる｡
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第2表 横浜町漁協 7-10月の魚種別水揚げ量(単位 :,kg)

魚 種 月

7 8 9

10た い 61.5 52.5

10.2 9.9ひ ら め 133.2 60.

4 93.6 420.0し い ら -

318.6 156∴5 152.1あ い な め 1,035.2 375.7 578.4 732

.5そ い 74.2 5.3 21.3 26.0か れ い 類 2,120.2 2,988.0 6,410.4

9,672.3か な が し ら 446.9

77.6 12.7 1.5か じ か 56

.8 30.6 9.9 63.6が や 107.0 47.5 66.6 184.3

ふ ぐ 10,647.7 2.0

200.5か わ は ぎ 149.6 26

.3 49.6 59.7い わ し - - 420.0 820.0

そ の 他 333.3 213.2 18.5 8.

4合 計 1瓦165.3 4,197.7 8,048.3 12,15

0.30.0 30(日

)1 5 10 15 20 25第2図 横浜町漁協における10月中

のカレイ類の水揚げ量 (単位 :i)の変化海洋観測の結果から9-11月に実施された観測を第3表に示す｡以下では､これらの調査結果のうち主として水温と溶

存酸素量の変



第 3表 9月～11月の海洋観測の概要

月 日 観 測 名 お よ び 概 要

9 月 1 日 浅海定線調査 6地点 水温 .塩分 .溶存酸素

など9 月 16 日10 月 6 日■陸奥湾中央部極底層水質調査 (兼浅海定線調査 )

10地点水温 .塩分 .溶存酸素 ｢

栄養塩など浅海定線調査 5地点 水温 .塩分 .溶存酸素 (3地

点のみ)など10月 15- 17日 巣死原因調査 26地点 水温

.塩分 .溶存酸素11 月 12 日 浅海定線調査 5地点 水温 .塩分 .溶存

酸素(3地点のみ)など9月から10月の間の3回の調査結果のうち､底層溶存酸素量の分布の変化

と､最も低い溶存酸素量が観測された10月15-17日の底層水温の分布図を第 3図に示した｡これらによれば､

3htC/P台の分布は9月 1日に川内沖に既に出現している.その後湾中央部では10月15-17日に3.

4〝C/P台の最も低い値が観測されており､この時の水温は17-18℃前後となっていた｡そして11月12日には

湾中央部底層で5.61-5.80mtC/P(飽和度900
/o程度 )となっている.また､海況自動観測の結果でも第 4図に示すように､10月 5-15日頃に水



られたが､溶存酸素量は4.7Wm(約3.3mC/P)以
下には低下しておらず､ほぼこの間の調査結果と一

致した値となっている｡

一万10月15-17日の調査結果を湾中央部の東西断

面図で見れば第 5図のようになり､東湾では循環は

既に海底面時運している.そして前述のように11月

12日には湾中央部底層でも飽和度90%以上まで上昇

していることから､その後の鉛直循環の進行にとも

ない溶存酸素は全湾的にも比較的短い間に回復した

ものと考えられる｡

ま と め

陸奥湾東湾を中心とするへい死魚類の水揚げは昭

和53年 8月～10月にも発生しており､この際の多岐

にわたる調査の結果から､この現象は陸奥湾中央部

の海底付近を中心に形成された貧酸素水塊によるこ

とが明らかにされている｡陸奥湾のような内湾の底

(ppm)

1617 18 19(oC)第4図 海

況自動観測装置JWa2ブイ(大島)底層(-50m)における日最低溶存酸素(pp皿)

および水温 (℃)の変化｡水温は最低酸

素量が観測された時刻の水温､

図中の数字は日付 (10月 )0層における溶

存酸素量の低下は､程度の差を別とす oれば珍し

い事ではなく､海況自動観測によっても夏から秋にかけては5m･n程度､時にはそれ以下に低下

30することが確かめられている｡/今回の-い死

魚の漁獲現象も程度は軽いものの､ 60前回のへ

い死魚類の水揚げの際の特徴と次の様な点でほぼ一致して

いることから､このような貧酸素水 一〇塊の存在という同一の原因によるものと

推測される｡① -い死魚の樺類､

外観② -い死発生前後の漁獲量の増加③ 発生時期が溶存酸素量が最も低下

していた時期 60とほぼ

一致する｡④ 発生が大潮時に最も顕著一方､前回に著しい貧酸素水塊が形成された要因

としては次のような事が挙げら

れている｡① 全湾的なかなりの高水温② 底層を中心とする湾外水の流入とそれによる

密度躍層の強化 ･安定化 3060(rrD 17 18 19 20 21 EW 6

7 17 18 19 20 21 EW 6 7 17 1



条件の差異により溶存酸素量の低下はほぼ例年のレベルにとどまり､へい死発生水域に分布した貧酸素

水塊 も小規模であまり強 くなく､従って被害 も軽度であったものと考えられる｡

なお､発生時期が前回よりかな り遅れたのは第 4表に示すように､全般に底層での水温の上昇が例年

より遅れたことによるものと考えられる｡

第 6図 JVa2ブイ(大島 )-50m層の 5日間最低溶存酸素量 と浅海定線観測 stn.2､ 3､

4の40m

層 と底層 (海底上 2m)との間の鉛直密度傾度0-

0 :溶存酸素量 (ppm)●:stn.2 ▲ :stn.3}:stn.4密度傾度の単位はα～/那第 4表 Ko.2ブイ(大島 )-50m層における最高水温 (日平均水温 )の月日､および17℃以上

の期間年 次 月 日 (℃ ) 期間および (日数 ) * 1

欠 測 期 間* 21974 8.13( 19.6) 8.ll

- 10.28(52) 8.8.-9､ 9.7～ 209.27

.--10.ll10.23､ 10.25.-ll.6

1975 9.30( 20.5) 8.15 - 10.29(

43)1976 10.ll( 18.8) 9.17 - 10.22(22)1977 10.17( 18.5) 10.12 -

ll.8(28)1978 8.31( 21.1) 8
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付表 へい死原因調査結果表調査地点番 号水深(m) 調査月日 天 気 透明度 調査水深 水 温 塩 分 溶 存酸 素 量(hu/e) 溶存酸素飽 和 度(鶴 ) Jg

時 刻 風 (m ) (m ) (℃) (%;)156 10.1712:13～12:20 は れE 4 22.0 010203040505455 19.419.2719.1819.2119.ll18.9818.7617.0 33.56933.57833.56933.914 5.335.18

97.3



調査地点番 号水深(那) 調査月日 天 気 透明度 調査水深 水 温 塩 分 溶 存酸 素 量(ガC/P) 溶存酸素飽 和 度(鶴 ) qt時 刻 風 (m)

(m) (℃) (‰)276 10.1712:35 は れSE4 20.0 0102030405060707475 19.018.8218.8218.8418.8018.7318.5718.7615.2914.3 33.56933∴51533.49734.205 5305.31 96.189.4

23.9623.9723.9525.55360 10.1713:09 16.0 010203040505859 18.318.2418.4018.4918.5118.5917.0215.9 33.30733.37133.42534.133 5.335.04

96.186.2 23.9423.9623.9825.30462 10.17ll:38～ll:45 は れE 3 17.0 0二10203040505861 19.419.2219.3519.2018.9818.5416.2115.8 33.66033.57833.57834.070 5

.305.15 96.889.0 23.9323.8823.9225.ll562 10.1613:45 くもりSW 2 13.0 010203040506061 ■18.118.ll18.0918.1218.0918.0916.7316.9 33.21733.24433.25333.83333.815 5.



調査地点番 号水深(m) 調査月日 天 気 透明度 調査水深 水 温 塩 分 溶 存酸 素 量(材e/e) 溶存酸素飽 和 度( % ) qt時 刻 風 (m)

(m) (℃) (‰ )′660 10.17ll:03～ll:12 は れE 3 15.0 ∴010203040505859 19.319.1319.ll19.ll19.0918.9018.0317.4 33.57833.57833.57833.869 5.364.89 97.786.6

23.8923.9423.9424.59755 10.1614:15 くもりSW 3 14.0 010203040505354 1岳.118.1218.ll18.1318.1018.2117.6417.7 33.27133.21733.21733.85133.887 5.394.87 96.48

6.9 23.9623.9223.9124.5224.53854 10.1614:38 くもりSW 3 ll.0 010203040505253 18.318.3018二4818.5118.4718.0817.6917.4 33.34333.43433.43433.851 5

.354.79 96.585.0 23.9723.9923.9824.57950 10.1710:18～10:25 は れE 3 14.0 0102030404849 18.418.4818.4518.4218.4218.3817.6 33.443ー33.39833.434

33.869 5.324.49 80.879.9 24.0223.9724.0124.541049 10.1615:15 くもりSW 1 12.0 0102030404748 18.518.3818.4318.4618.4918.4917.8 33.43433

.4163



調査地点番 号水深(m)調査月日 天 気 透明度 調査水深 水 温 塩 分 溶 存酸 素 量(hlL/C) 溶存酸素飽 和 度( % ) qt時 刻 風 (m) (

m) (℃) (%o)ll35 10.1615:45 くもりSW l 9.0 01020303334 18.418.5018.4718.4318.3818.5 33.38033.40733.38933.398 5.335.25 96.094.3

23.9723.9723.9723.961223 10.1616:16 くもりW l 5.0 01020 18.418.3318.43 33.19033.19933.289 5.27 94.7 23.8223.8523.89

22 18.4 33.325 5.19 93.3 23.931347 10.1510:30～10:38 くもりNW 3 13.0 0102030404546 18.218.1718.1418.1618.1818.1517.4 33.23533.20833.20833.

696 5.494.26 98.375.5 23.9123.9023.9024.451440 10.15ll:00～ll:12 くもりNW 3 13.0 01020303839 18.118.1618.1718.2118.1418.2 33.18133.145

33.13633.145 5.475.52 97.998.8 23.8923.8523.8323.841532 10.15ll:38～ は れNW 3 15.0 0102030 18.018.0218.0418.04 33.10033.07333.127

5.05 90.2 23.8523.8223.86ll:40 31 18.2 33.118 4.98 89.1 23.8216341751 10.1512:1010.1612:40～12:53 は れNW 4くもりSW 2 12.010.0

0102030 18.118.1018.0918.10 33.08233.06333.063 5.43 97.0 23.8223.8023.8032着 底0102030405051 18.0318.218.218.1918.2218.3218.3918.7817.9 33.0823

3.307



調査地点番 号水深(m)調査月日 天 気 透明度 調査水深 水 温 塩 分 溶 存酸 素 量(ガe/e) 溶存酸素飽 和 度(% ) α～時 刻 風 (m)

(m) (℃) (%o)1851 10.16ll:57～12:10 くもりSW 3 15▲0 01P2030405051 18.118.0618.0918.0818.0818.1617.1 33.22633.22633.21733.741 5.323.46 95.161.0

23.9323.9323.9224.561949 10.16ll:27 は れ 15.0 0102030404748 18.117.9918.0017.9917.9617.9817.5 33.08233.06333.06333.08233.09133.08233.678 5.393..98 96.170.7 23.822

3.8323.8323.8423.8623.8524.422046 10.1513:45～13:54 は れNW 4 9.0 0～1020304045 18.218.3118.1418.1718.1818.2 33.10933.10033.09133.100 5.285.38 94.596.3 23.8123.8223

.8123.81着 底 18.2 33.082 5.21 93.2 23.792138 10.1513:05 は れNW 4 10.0 01020303637 17.817.8717.8718.0117.9418.1 32.95532.95532.99132.991 5.385.38 95.996.1

23.7923.7823.7723.75着 底 18.1 32.991 5..26 93.9 23.752248 10.1610:50 くもりSW 2 16.0 0102030404647 18.118.0718.1018.0718.0518.01181 33.



調査地辱香水深(m)調査月日 天 気 透明度 調査水深 水 温 塩 分 溶 存酸 素 量(粛L/C) 溶存酸素飽 和 度(% ) qt時 麦fl 風 (m)

(m) (℃) (‰ )2347 10.1610:28～10:35 くもりSW 2 13.0 0102030404546 18.117.9717.9817.9417.9317.8918.0 33.06333.03633.03633.091 5.234.96 93.288.5.

23.8023.8123.8223.852441 10.1514:30～14:37 は れNW 4 9.0 0102030 18.017.9818.0618.05 33.09133.01833.
018 5.42 96.7 23.8523.7823.78

40 17.97 33.027 5.28 94.3

23.81着 底 18.1 33.027 5.21 93.1 23.772538 10.159:58～10:05 くもりE l 14.0 01020303537 18.118.0217.9717.9517.9318.1 33.10933.03633.0

3633.036 5.345.34 95.195.4 23.8423.8123.8223.78A49 10.1613:18～13:26 くもりSW 2 13.0 0102030404748 18.018.0017.9818.0018.0417.9917.6 33.1903

3.18133.23533.660 4.963.70 88.665.8 23.9223.9223.9624.38B37 10.1512:43～12:50 は れNW 4 12.0 01020303537 18.118.0318.0618.1018.0518.2 33.04533.02733.02733.04533.045 5.215.33

93.1




